
 

 

《進学》 

【大学】 

 北海道情報大学（経営情報学部システム情報科） 

【短大】 

 釧路短期大学（生活科学科） 

【専門学校】 

 北海道立釧路高等技術専門学院（自動車整備科） 

 経専北海道どうぶつ専門学校（ペット学科） 

 北海道看護専門学校（看護学科） 

 札幌マンガ・アニメ＆声優専門学校（マンガデザイン学科） 

 北海道芸術デザイン専門学校（環境デザイン学科） 

 

《就職》 

【管内】  

 株式会社 NKインターナショナル 

 すずき歯科 

 有限会社 ソリューション 

 道東飼料株式会社 

【道内】   

 株式会社 柳月 

 ノーザンミツワ株式会社 

【公務員】 

 陸上自衛隊（一般曹候補生）    

                （令和５年３月１日現在） 

３・４月行事予定 

 ３月２４日 修了式・離任式      

   ２５日 年度末・年度始休業（～４月７日） 

 ４月１０日 始業式・入学式 

今年度も吉田新聞店様のご厚意で『絆』を阿

寒地域のご家庭にお届けすることができまし

た。ご協力に心より感謝申し上げます。 

 

   

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

        

         

         ～きずな～   

地域と学校の架け橋 

学校通信 第３６２号 令和５年３月２４日 

発   行 北海道阿寒高等学校 

〒085-0213 釧路市阿寒町仲町２丁目７番1号 

TEL:（0154）66-3333 FAX 66-3303 

U R L：http://www.akan.hokkaido-c.ed.jp   

「絆」はホームページでもご覧いただけます 

教頭  佐藤 秀樹 （数学）     阿寒高校勤務年数 ２年 

                 赴任先：北海道霧多布高等学校 

 初めての教頭職でしたが、不慣れな中たくさんの皆さんに

ご支援いただきました。阿寒高校に魅力を感じ、たくさんの生

徒が入学してくれそうです。この地域で出会った生徒や先生

たち、温かく受け入れてくれた保護者の皆様、同窓会、評議

員、地域の方々、本当にありがとうございました。ここでの出

会いに感謝し、新天地で頑張ります。 

『鶴舞う丘の上♪』  北海道阿寒高等学校長 吉田 光利 

 ３月１日、本校第７１期生１６名が「鶴舞う丘」から巣立ちました。コロナ禍で歌うことができなかった校歌が３年ぶりに

体育館に響きました。マスクを着用し、生徒全員にとって初めての本格的な斉唱ということもあり、決して大きな歌声ではあ

りませんでしたが、私の中では感動の瞬間でした。 

 理由の一つは、長い長いコロナ禍というトンネルから抜け出すことを意味する、一つの大きな証だからです。目の前で歌う

生徒達は、晴れて高校入学した直後に全国一斉の学校閉鎖となり、それから丸３年間マスクで覆われた高校生活となりました。

この春からは、コロナ禍が明けた新たな世界になると共に、１６名にとってもそれぞれの新たな人生が始まります。期待しか

ありません。 

 もう一つは、ある手紙が関係しています。卒業式を数日後に控えた２月下旬、校長宛に一通の手紙が届きました。差出人に

心当たりはなく、おそるおそる封を開け確認すると、本校校歌に対する研究・調査の依頼でした。 

 差出人は「東京音楽大学付属高等学校 河内春香」様、本校校歌、そして映画ゴジラの作曲家である伊福部昭氏が学長を務

めていた大学の附属高校教員からの依頼でした。河内氏は有名なピアニストでもあり、特に伊福部氏の曲の演奏家としては第

一人者です。本校廊下にも掲載している、道新「校歌物語」の中でコメントをいただいている、本校校歌とは実は大変ご縁の

ある人物だったのです。 

 早速、音楽担当の髙橋先生にも協力してもらい回答を準備する中で、改めて本校校歌と向き合う事となり、校歌の歴史や歌

詞の意味、そして曲の特徴など考える機会となりました。初めて聞くと、通常の校歌のイメージとはかけ離れた曲調に戸惑い

ますが、他にはない伊福部氏特有の重厚なメロディが特徴です。氏が手がけた校歌はいくつもありますが、新得高校が閉校し

たことで、北海道の公立高校では本校が唯一となり大変貴重な校歌です。 

 「鶴舞う丘の上・・・」で始まる歌詞は、布伏内に校舎があった頃の風景を表していますが、現在の場所でも十分重なる言

葉が並んでいます。このように、今まで以上に校歌に対する思いが強く深くなりました。河内氏には「この卒業式では３年ぶ

りに校歌を歌います。卒業する生徒にとっては最初で最後の校歌斉唱です。このタイミングでお手紙をいただいたのは決して

偶然とは思えません。」と返事を送りました。 

 校歌一番から三番の結びの詞、「希望（のぞみ）」「誉（ほまれ）」「栄（さかえ）」が卒業生と在校生、そして阿寒高校

の未来にあるように心より願っています。本校に関係する全ての方々、そして地域の皆様方には今後とも変わらぬご支援ご協

力をよろしくお願いします。 

  

  

 

教諭  飯田 浩行 （地歴公民）   阿寒高校勤務年数 ６年 

                                定年退職 

 初任で阿寒高校に赴任し、生徒さんや保護者の方々から多く

のことを学び、自分も成長させていただき、地域の方々にもた

くさんお世話になりました。この学校が初任で定年まで勤めさ

せていただいたことは、教員として本当に恵まれていました。

生徒の皆さんの一層の活躍を期待しています。 

教諭  福地 勝幸 （情報商業） 阿寒高校勤務年数 ８年 

               赴任先：北海道釧路商業高等学校 

 平成２７年度より８年間勤務し、阿寒高校１５５名の卒業生

を見送り、１７７名の生徒と出会い学校生活を共にしてきま

した。どの学校の生徒よりも素直な純朴な生徒集団だと感

じています。今の心残りは、１・２年生の生徒ともっとお話を

して、授業でさまざまな事を教えたいことです。 

 しかしながら、教員の嵯峨でもある転勤、仕方ありませ

ん。私自身この期間で、生徒から学び、保護者から学び、

地域から学んだ８年間でした。本当にありがとうございまし

た。また、近い学校におりますので、お会いになった際は

是非声をかけてください。新天地より皆さんのご健闘お祈り

しています。さようなら！ 

 

養護教諭  川本 花菜     阿寒高校勤務年数 ２年 

            赴任先：北海道岩見沢農業高等学校 

 素直で優しい生徒や頼もしい先生方、地域の皆様に支

えていただき、楽しく充実した日々を過ごすことができま

した。また東京から来た私にとって、毎日が新鮮であっと

いう間な２年間でした。生徒の皆さんとは短い間でした

が、濃い時間を過ごし、日々成長する姿を間近で見ること

ができて、励まされることが何度もありました。ありがとう

ございました。 

 

 

 

教諭  鈴木 隆太 （地歴公民） 阿寒高校勤務年数 ２年 

                               任期満了 

 再任用で２年間、阿寒高校にお世話になりました。グランド

に鹿やタンチョウが来たりして、自然をとても身近に感じるこ

とが出来ました。地域巡検や自然体験活動など地域の特性を

生かした学習なども記憶に残っています。生徒のみなさん

は、もっともっと身近な自然に好奇心を持って阿寒高校の特

徴を生かした学習を進め、進路を実現していって下さい。 

 

                                 

                 第３学年担任 佐 林  卓 

 ３月１日（水）に第７１回北海道阿寒高等学校卒業証書授与式が 

挙行され、１６名の生徒が本校から巣立っていきました。たくさん 

の方々のご協力があって無事卒業式が開催できたことをこの場 

を借りてお礼申し上げます。生徒たちはこの３年間で本当に大き 

く成長し、社会で活躍できる人として自信を持って送り出せるまで 

になりました。阿寒高校で培ってきたことを忘れずにこれからの 

人生を切り開いていって欲しいと願っています。 

 

事務職員  松下 久江  阿寒高校勤務年数 ３年５ヶ月  

                              任期満了 

 阿寒高校にはご縁があり、息子二人がお世話になり私

も事務室でお世話になりました。生徒達との交流もコロナ

という壁がありましたが出来る範囲内で声掛け・見守りを

させていただき、一緒に楽しい時間を送ることが出来まし

た。ありがとうございます。これからも阿寒高校が地域と

つながり、皆さんが活躍されることを願っています。 

 

 

 

 

 

 

http://www.akan.hokkaido-c.ed.jp/

